









といえるだろう。少なくとも 67 点 1 以上が現存しており、その多くが両腕を広げたオランスの聖











1　浮き彫りイコンのカタログである R. Lange, Die byzantinische Reliefikone, Recklinghausen 1964. に掲載さ
れた作例の総数。ただし、ヴェネツィアのサン・マルコ聖堂が所蔵する 5 点のブラケルニティッサ型浮き彫





Demus, The Church of San Marco in Venice: history, architecture, sculpture, Washington 1960, p.122.







ロレンツォ・イン・カエザレア（San Lorenzo in Caesarea）聖堂の建材を転用した結果と考えら
れている。
　なお、本作ははじめサンタ・マリア・イン・ポルト聖堂ではなく、ラヴェンナ城壁外に建つサ
ンタ・マリア・イン・ポルト・フオリ（Santa Maria in Porto fuori）聖堂が所蔵していたが、本
稿ではサンタ・マリア・イン・ポルト聖堂の浮き彫りイコンと呼称することにする。
作品の概要
　高さ 116cm、幅 60cm の大理石 3 に浅浮き彫りによって聖母マリアが表されている。本作に限
らず、浮き彫りイコンは概して像高 100~150cm と大型であり、中には像高 200cm に達する作例
（図 3）もある。本作の聖母マリアはマフォリオンを纏い、オランスのポーズをとる、ビザンティ
3　C. Rizzardi, “La “Madonna Greca” di Ravenna nella cultura artistica, nella leggenda e nella memoria 
storica della città” in Deomene: l'immagine dell'orante fra Oriente e Occidente, Milano 2001, p.44. や G. Orioli, 











る 5。頭の左右には、ギリシア語で「神の母」を表す Μήτηρ Θεοῦ （Meter Theou）の略語が入っ
た金属製の円盤が設置されている。同じく金属製のニンブスは恐らく当初からのものと思われる



















第3 分冊（2006 年）35-36 頁を参照。ブラケルニティッサという添名の由来になったブラケルネ修道院は様々な
図像タイプの聖母イコンを所有していたため、単にブラケルニティッサ型といってもオランス以外の図像を指
すこともあり、図像と添名の対応関係は一様ではない。オランスの聖母マリアの図像類型と各図像に付される
添名についてはG. M. Lechner, “Maria, IV. Typen des M. bides, 2. M. orans” Reallexikon zur byzantinischen 
Kunst, Bande VI, Stuttgart 2005, pp.42-54. を参照。
5　本稿図 3 の作例や、テサロニキ、ビザンティン文化博物館所蔵の作例（M. Vassilaki, Mother of God : 
Representations of the Virgin in Byzantine Art., Milano 2000, p.240）など。
6　R. Lange, op.cit., p.51.; A. Effenberger,. “Die Reliefikonen der Theotokos und des Erzengels Michael im 
Museum für Byzantinische Kunst, Berlin,” Jahrbuch der Berliner Museen 48 (2006), p.26.









から出土 10 した《マンガナの聖母》（図 3）の様式上の類似である。《マンガナの聖母》にも、エッ
フェンベルガーによってやはり 11 世紀半ばという年代が与えられている 11 。浮き彫りイコンの
カタログを著したランゲは、両脚や衣装の衣襞の表現が《マンガナの聖母》の様式に添っている
と指摘している 12 。ランゲの指摘通り、両作例とも遊脚は右脚である 13。 膝の上下に表された衣
服の皺が Y 字状となっているのは、11 世紀以降のビザンティン絵画に見られる白でハイライト














（http://www.santamariainporto.it/static,historia_ikony.html  2015/10/17 閲覧）を参照。
9　C. Rizzardi, “Il Rilievo marmoreo con l’immagine della c.d. Madonna Greca in S. Maria in porto di 
Ravenna” in Felix Ravenna, IV serie, fasc.1/2, CXIII-CXIV (1977), p.300.
10   N. Firatli, La sculpture byzantine figurée au muse archéologique d’Istanbul, Paris 1990, p.179.
11   A. Effenberger, op.cit., p.26.
12   R. Lange, op.cit., p.51.
13 現存する他の作例ではヴェネツィア、サン・マルコ聖堂所蔵の《マドンナ・デッラ・グラツィア》（Ibid., 
fig.2）のように遊脚が左脚のものも少なくない。
14 この Glanzlichterstreifen は、おそらくクリソグラフィーのことを指していると思われるが、クリソグラ
フィーは白色ではなく金色でハイライトを示す技法なので、ランゲの本意は今ひとつ判然としない。Ibid., p.51. 
クリソグラフィーに関しては以下が最新の研究。J. Folda, Byzantine Art and Italian Panel Painting: The Virgin 
and Child Hodegetria and the Art of Chrysography, Cambridge 2015.



























16 寺伝 Memorie Portuensi の原本は既に逸失しているものの、17 世紀の写本が現在ラヴェンナ市立クラッ
セ図書館に Codice Classense 647 として収蔵されている。しかし写本を閲覧することができなかったの
で、本稿では A. Benini., La basilica rinascimentale di S. Maria in Porto e i suoi cimeli: storia ed arte, Ravenna 
1950, p.30ff.; L. Babini et.al., Omaggio a Nostra donna in sul lito Adriano : storia di un'icona, storia di una città 
; mostra celebrativa per il IX centenario della "Madonna greca" ; mostra storico-didattica allestita nella chiesa di S. 
Domenico in Ravenna, 29 aprile - 11 giugno 2000, Ravenna 2000, p.21.; C. Rizzardi, 2001, pp.44-47. およびイ
コンの現在の所蔵先であるサンタ・マリア・イン・ポルト聖堂公式ウェブサイトに掲載された文章（http://
www.santamariainporto.it/static,historia_ikony.html  2015/10/17 閲覧）を参照した。
17 オリオーリは Memorie Portuensi の他箇所の記述も考慮に入れ、これよりやや遡る 1096 年 4 月 20 をイコ
















拠は、モザイクの下部に HOC OPUS EST FACTUM POST PARTUM VIRGINIS ACTUM ANNO 
MILLENO CENTENO POST DUODENO（この作品は、聖母が御出産されてから 1112 年後に作


















18  C. Belting-Ihm, Sub matris tutela : Unters zur Vorgeschichte d. Schutzmantelmadonna, Heidelberg 1976, 
p.226., C. Rizzardi, op.cit., pp.45.　
19   G. Gardini et.al., Le collezioni del Museo arcivescovile di Ravenna, Ravenna 2011, p.140.
20   Ibid, p.143.











図 7 Gianfrancesco Buonamici によるウルシアーナ聖堂アプシスモザイクのスケッチ、








（Giovanni da Ca 'Bono）という名のヴェネツィア人 23 であった。この 1131 年の聖別時にイコン
が持ち込まれたのではないかという見解 24 もある。ヴェネツィアにはラヴェンナと同型の浮き彫









図 1：サンタ・マリア・イン・ポルト聖堂発売の写真入りリーフレットより。撮影は Tipografia B.N. 
Marconi, Genova による。
図 2：筆者撮影（2015 年 8 月 31 日）。
図 3：M. Vassilaki, 2000, p.239.
図４：図 1 参照。
図５：筆者撮影（2015 年 8 月 30 日）。
図 ６：D. Massimiliano, et.al., Eternal Ravenna : from the Etruscans to the Venetians, Turnhout 
2013, p.233.
図７：C. Belting-Ihm, op.cit., Tafel XVII.
22 とはいえ、ラヴェンナがヴェネツィアに掌握されるのはやっと 1441 年のことである。なお、かつてヴェネ
ツィアはラヴェンナ総督領に含まれていた。
23  C. Rizzardi, 1977, p.310.
24  Ibid, pp.309-10.
25 このうち 5 点はすべてサン・マルコ聖堂が所蔵する。サン・マルコはコンスタンティノポリスの聖使徒聖
堂を模して造られたと云われているだけに、この事実は興味深い。サン・マルコの浮き彫りイコンについて
は O. Demus, The Church of San Marco in Venice: History, Architecture, Sculpture, Washington 1960. および
C. Davis, Byzantine Relief Icons in Venice and Along the Adriatic Coast: Orants and other Images of the Mother of 
God, München 2006. に詳しい。
